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予告 

4月号
2009 April Vol.73 No.4 ●最近、区役所などの公共機関で「土日開庁」

をうたうところが増えています。ずいぶん便利

になったものだな～と思っていたのですが先

日、ある手続きで土曜日に行ったところ、「土日

は係のものがおりませんので、とりあえずお預か

りして、月曜日に手続きをいたします」との返事。

そ、それじゃあ土日開庁の意味ないじゃないで

すか。基本的に区をまたぐようなタイプの手続

きは「お預かり」になるとのこと。この場合、手

続きに不備があった場合、もう一度出向かなけ

ればいけません。住民の要望に応えようとした

試みであっても、財政・人の裏づけがないと有

名無実のものとなってしまう。こういうことは医療

現場でもよくありますね。ただ、そうした「理念

先行」状態を経ないことには、状況は改善され

ないということもあります。消費者としては温か

く見守る姿勢も必要かもしれません。【鳥居】

●特集の匿名座談会で、新人をほめてあげる

ことが帰属感の育成につながるとありました。

私は、“ほめる”ことが苦手でした。ほめたいん

だけど、言葉がのどにひっかかって出てこな

い！ という状態で、相手のことを認めてはい

るのですが、どこか気恥ずかしい感覚があっ

たのです。しかし、一念発起して“ほめる”トレ

ーニングを開始したのです。“ほめる”ことが苦

手なら、まずは感謝の気持ちを言葉に表す。

そこから始めて、そのうち、照れることなく素直

にほめられるようになりました。今では、オーバ

ーなアクションを添えることもできます。しかし、

うまくなりすぎた故に、嘘くさいと取られてしまう

こともあるんです。いつまでたっても“ほめる”ト

レーニングは続きそうです。 【吉田】

編・集・後・記 

懸賞論文受賞作発表！

「同僚ストレス」の
生 し々い現実との
つきあい方
愚痴を聞いてもらって仕事の苦労をわかちあったり、励ましてもらったりと、

頼りになる同僚の存在は仕事を続けていくうえで不可欠のもの。しかし、頼

みの綱であるはずの同僚との関係性が悩みの種になってしまったら？

昨年より募集していた懸賞論文の受賞作をいよいよ発表。「同僚ストレス」

の傾向と対策、何よりそうした現実と付き合いながら生きていくための「わた

しの方法」をご紹介します。

Opinion

Aiが普及しにくいほんとうの理由
田村浩一

Scope

アトピー性皮膚炎患者が求める看護と
「ステロイド」をめぐる自己決定
藤原由子

わたしたちはこうしている　file 004

わたしの時間管理
朝田桃子
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